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11. 水溶液中における色素-ポリ(α-L-

グルタミン酸 )複合体の吸収スペク トル

および電気二色性法による研究

嶋 津 光 章

水溶液中において,可視領域に吸収スペクトルを示すマラカイ トグリーン(MGト ポリ(α

-L-グルタミン酸 )(PGA )複合体は,pH4.5付近 (PGA のらせん構造がすでに完成し

ている領域 )で色素の主吸収帯 (620nm)の長波長側に鋭い吸収帯 (∫-band,684nm ) を

生じる1.)MG-PGA複合体の示す J-bandは再現性に乏しく,これまでくわしい出現条件が

確立されていなかった｡本研究において,まず再現性のある試料調製法を見出し, ∫ -band

の発現条件を明確にした2.)すなわちpH,添加塩濃度,P/D(高分子残基濃度Pと色素濃度D

の比 )の選択,および熟成時間が重要である｡さらに,対照としてMGと同じジアミノトリフ

ェニルメタン系色素であるブリリアントグリーンーPGA複合体に対しても種々のpHで吸収

スペクトルの測定を行ない, J-band は出現しないことを明らかにした｡

次に, J-band発現の機構 を解明するために電気二色性法による測定を行なったC

この方法により, PGA分子の配向軸に対するMGの遷移モーメントの方向を決定すること

ができ,色素と高分子の結合様

式に関して有用な情報を得た｡

名吸収帯 における還元二色性

AA/Aは_Fig.1に示すように

∫-band 内で大きな正,他の吸

収帯では0に近い値となる｡ 以

上の結果からPGAに結合した

MGのJ-band 発現について

考察する｡
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